
10月出し作型におけるスプレーギクの
　　　　　養液土耕管理マニュァル

1．試験のねらい

　　カジュアル規格スプレーギクの養液土耕栽培における養水分管理プログラムにっいて、花芽分化

から破蕾期間の液肥窒素濃度を検討し栽培の資とする。

2．試験方法

（1）栽培土壌は表層多腐植質黒ボク土で、基肥は無施用とした。ノズルピッチ40㎝、ノズルあた

　　り吐出量38〃／minのドリップチューブを90㎝幅のベットに2本配管した。

（2）晶種は、Fmriseなど9晶種で、平成6年8月16日定植の無摘心栽培とし、深夜10：00～2：

　OOまでの電照による栄養長期間は8月30日までの2週間とした。

（3）液肥窒素濃度により下表のとおり3処理区を設定した。液肥は花芽分化期～破蕾期（定植後3

　～6週）の4週間、1日あたり亭．01／㎡を施用した。それ以外の時期の濯水量は、栄養生長期

　　（走植後～2週）は1．01／㎡花弁着色期（7～8週）は1．5”／㎡、開花期（9～10週）は05

　　2／㎡で行った。液肥はポリフィード（工9－19－19）を5時～6時まで30分のインターバルで

　　2分間計4回点滴かん水を行い、養水分を作土層に浸潤させた。

3．試験結果及ぴ考察

（1）茎長は、100ppm以上の処理区ではRoya1Happyを除いてカジュアル規格の目標である65㎝

　　以上であった。25ppmでは、G1ance，Roya1，Happy，Dipper，Isisが65㎝以下であった。

（2）生体重は、窒素濃度が高い区ほど重い傾向にあった。100ppmではG1anceを除いて、カジュ

　　アル規格の目標である35g以上であった。

（3）着色花数は窒素濃度の高い区ほど増加する傾向だった。100pうmでは全晶種ともカジュアル規

　　格の目標である10輪以上であった。400ppmではRoya1，Happy，White　We1don，Pumaが20

　　輸以上あり、草姿の乱れが懸念されたガ

（4）開花日はG1anceとMise1を除いて、100pPmが他の処理区より早くなる傾向であっ㍍

4．成果の要約

　　　フィデス系の晶種を中心に9晶種を供試して、花芽分化期～破蕾期（定植後3～6週）いの液

　　肥窒素濃度を検討した結果、100ppmがカジュアル規格の茎長、生体重および着色花数を満たす

　　養水分管理と判断された。400ppmでは、着色花数の増加による花姿の乱れが懸念された。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（担当者　花き部　落合悦子讐）　※現とちぎ花センター
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表一1 窒素濃度別閨花時の形態と關花目

品　　種 窒素濃度茎長
（PP㎜）（㎝）

生体童
（9）

茎径　葉数
（㎜）（枚）

着色花数　縁素計
（楡）（SPムD）

開花目
（月自）

Funrise 25

100
400

66，8　　25，4

74，6　　36，8

73，0　　47．2

3，3　26．8

3，8　27．6
4，1　27．O

　8，8　　　　35，3　　　11．01

12，0　　　　46，9　　　10．31

13．8．　　　48，3　　　　10．31

G1ance 25

100
400

59．1　　i9，2

73，0　　32，4

67，8　　38．O

3，1　25．6

3，8　24．4

4，1　23．4

　7，8　　　　　43，9　　　　11．02

11，8　　　　　54，8　　　　11．01

14，0　　　　50，0　　　10．31

Roya1晦PPy 25

100
400

56，2　　32，2

61，0　　45，4

57．．2　　59．4

3，4　31．2

3，8　33．2
4，5　28．8

17，8　　　　36，1　　　　10．31

28，4　　　　41，6　　　10．30
33，8　　　　　42，3　　　　10．31

爾hite　㍗e1don 25

100
400

76，4　　42．4’

80，2　　55，6

82，4　　84．6

4，1　27．8

4，5　30．2

5，0　30．4

11，2　　　　　39，6　　　　11．02

13，0　　　　45，5　　　　10．31

22，0　　　　　46，9　　　　10．31

S㎜Wpuma 25
100
400

72，4　　40．2．

78，6　　49，8

81，3　　68．O

4，2　25．5
4，7　23．8

5，1　25．6

12，6　　　　43．O　　　1O．31

14，8　　　　　43，2　　　　10．30

16，8　　　　41，8　　　　10．31

Puma 25

10◎

400

72，3　　38，3

77，4　　51，3

82，4　　70．O

4．2’　　25．5

4，8　23．8

5，2　25．6

11，5　　　　　38，6　　　　10．31

17，8　　　　44，1　　　10．28

20，2　　　　　39，2　　　　10．30

Hise1 25
100
400

80，8　　37，6

84，4　　38，2

86，6　　61．O

3，9　29．2
4，6　29．2

5，0　29．4

11，0　　　　38，3　　　10．29

13，6　　　　47，6　　　　10．30

17，0　　　　49，9　　　　10．28

DiPPer 25

100
400

62，2　　37，6

68，3　　44，6

67，0　　50．8

3，7　29．0

4，5　26．4
4，6　24．4

11，4　　　　　35，0　　　　10．28

12，2　　　　41，9　　　　10．28

12，4　　　　41，9　　　10．28

ISiS 25

100
400

64，3　　33，0

71，3　　46，3

68，2　69．O

4，0　25．0
4，4　27．7
4，9　26．8

11，3　　　　　44，2　　　　11．03

11，3　　　　　46，0　　　　11．03

18，8　　　　46，0　　　11．04
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頁数

目次

7

33

48

51

79

93

95
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誤

4）野菜作
3．　マ　　　モ
5．セル政＿経苗

2．試験方法
（1）供試晶種

　ユサカタ、　ユ
　タキイ種苗ユ、

〔担当者
　病害虫防除所

ヨシ
ュサンド

第2表、　第3表
N03　N　，　NH4　N　，　P2　　06　，　K2　　0

第2図～第5図
N03　N　，　NH4　N

3．試験緒果及び考察の上の空欄に
　右の表を追加

タイトル
　マルハナバチの使用

（1）植え込み材料
　クリブトモスS　L及び

（2）ベットの構造図±1
3．試験緒果およぴ考察
（1）表十1

正

3．やまのいも
5．セル成型苗

サカタ、　ミヨシ
タキイ種苗、　サンド

病害虫防除所

N03－N　，　NH4－N　，　P206　，　K20

N03－N　，　NH4－N

液肥窒素濃度 窒素施肥量

25PPm
100
400

1．1kg／10a
4，2

16．8

マルハナバチの利用

クリプトモスS及ぴ
（2）ベットの構造図一1

（1）表一1


